
　

平
成
30
年
12
月
19
日
、
村
岡
知
事
と
福
田

市
長
、
山
口
県
議
会
の
柳
居
議
長
、
岩
国
市

議
会
の
藤
本
議
長
が
文
部
科
学
省
を
訪
問
し
、

柴
山
文
部
科
学
大
臣
に
、
錦
帯
橋
の
提
案
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
世
界
唯
一
の
構
造
を
持
つ
木
橋

で
あ
る
錦
帯
橋
の
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て

の
想
い
を
伝
え
、
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
へ

の
追
加
記
載
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
錦
帯
橋
の
世
界
遺
産
登
録

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

2019.2.13 広報いわくに

●
世
界
唯
一
の
構
造

　

中
央
３
つ
の
ア
ー
チ
橋
は
、
桁け

た

、
楔

く
さ
び

、
梁は

り

、

棟む

な

ぎ木
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
「
錦
帯
橋
式
ア

ー
チ
構
造
」
で
す
。
こ
の
構
造
と
同
じ
構
造

を
持
つ
木
造
ア
ー
チ
橋
は
、
世
界
中
、
ど
こ

を
探
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　　

石
造
り
な
ら
「
ア
ー
チ
式
石
橋
」
が
あ
り

ま
す
が
、
木
材
は
材
質
そ
の
も
の
が
柔
ら
か

い
上
に
、
一
本
一
本
が
細
く
、
ア
ー
チ
状
に

岩
国
の
宝
を
世
界
の
宝
に

　

世
界
遺
産
と
は
、
国
や
民
族
を
越
え
て
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
類
共
通
の
宝
物
で

す
。
ユ
ネ
ス
コ（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化

機
関
）
で
は
「
世
界
遺
産
一
覧
表
」
と
い
う

リ
ス
ト
に
こ
の
世
界
の
宝
物
を
記
載
し
、
未

来
に
向
け
て
守
っ
て
い
く
約
束
を
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
「
世
界
遺
産
一
覧
表
」
に
記
載

さ
れ
る
こ
と
が
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

世
界
遺
産
に
は
、
歴
史
的
な
建
造
物
や
遺

跡
な
ど
の
「
文
化
遺
産
」、
美
し
い
風
景
や

貴
重
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
地
な
ど
の「
自

然
遺
産
」、
そ
の
両
方
を
持
つ
「
複
合
遺
産
」

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

錦
帯
橋
は
「
文
化
遺
産
」
と
し
て
の
登
録

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　　

国
（
日
本
）
は
「
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
」

と
い
う
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
世
界
遺

産
候
補
を
毎
年
１
件
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺

産
委
員
会
に
推
薦
で
き
ま
す
。文
化
庁
は「
世

界
遺
産
暫
定
一
覧
表
」
の
追
加
募
集
を
平
成

18
・
19
年
度
に
行
い
、
現
在
文
化
遺
産
７
件
、

自
然
遺
産
１
件
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

錦
帯
橋
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
は
、

ま
ず
「
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
」
に
記
載
さ

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

錦
帯
橋
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

世
界
遺
産
と
は
？

世
界
遺
産
登
録
へ
の
第
一
関
門

加
工
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
石
と
同
じ
組

み
方
を
し
た
と
し
て
も
、
必
要
な
強
度
を
得

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
考
案
さ
れ
た
構
造
が

「
錦
帯
橋
式
ア
ー
チ
構
造
」
で
す
。
加
え
て
、

巻ま
き
が
ね金

で
部
材
を
束
ね
る
こ
と
で
強
度
を
高
め
、

35
・
１
ｍ
の
長
い
ア
ー
チ
・
ス
パ
ン
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

●
無
限
の
美
し
さ

　

５
連
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
造
形
美
。
四
季

折
々
の
自
然
と
の
調
和
。
錦
帯
橋
を
構
成
す

る
石
（
重
厚
感
）
と
木
（
軽
快
さ
）
と
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
。
下
か
ら
見
上
げ
た
と
き
の
構

造
の
複
雑
さ
、
桁
や
梁
の
一
定
の
規
則
性
の

美
し
さ
。
観
る
場
所
、
時
季
に
よ
っ
て
無
限

の
美
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
美

し
さ
は
、
浮
世
絵
師
の
葛
飾
北
斎
や
歌
川
広

重
な
ど
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

徳
川
将
軍
家
に
嫁
い
だ
篤あ

つ
ひ
め姫

は
、
わ
ざ
わ
ざ

回
り
道
を
し
て
錦
帯
橋
を
訪
れ
、
渡
る
許
可

が
出
る
の
を
待
ち
き
れ
ず
に
橋
を
渡
っ
た
と

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
錦
帯
橋

に
は
芸
術
家
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
人
を
魅

了
す
る
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

錦帯橋式アーチ構造
世
界
に
発
信
し
た
い

　
　
　
　
　

錦
帯
橋
の
魅
力

歌川広重

『六十余州名所図会 周防岩国錦帯橋』

所蔵 / 岩国徴古館

　

錦
帯
橋
は
長
い
歴
史
の
中
で
変
わ
ら
ぬ

美
し
さ
を
誇
り
続
け
岩
国
の
象
徴
と
し
て

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
身
近
に
あ

り
日
常
の
風
景
で
あ
る
錦
帯
橋
は
私
に
と

っ
て
も
学
生
時
代
は
部
活
動
に
通
う
た
め

の
生
活
道
で
し
た
。
生
活
の
中
に
は
い
つ

も
錦
帯
橋
が
あ
り「
心
の
ふ
る
さ
と
」で
す
。

　

昨
年
12
月
の
文
部
科
学
省
へ
の
提
案
書

の
提
出
に
よ
り
錦
帯
橋
の
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
て
の
活
動
が
一
歩
前
進
し
た
こ
と

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
先
は

市
民
一
人
一
人
が
も
っ
と
錦
帯
橋
に
興
味

を
持
ち
、
一
丸
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
錦
帯
橋
を
世
界

文
化
遺
産
に
推
す
会
」
で
は
そ
の
後
押
し

を
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

決
し
て
世
界
遺
産
登
録
が
ゴ
ー
ル
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
先
も
そ
の
美
し
さ
を

守
り
、
愛
さ
れ
続
け
る
存
在
に
な
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

錦帯橋を世界文化遺産に推す会

会長　川畑　道子 氏

錦
帯
橋
は
「
心
の
ふ
る
さ
と
」

インタビュー

世
界
遺
産
へ
の
道
の
り

「
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
」

記
載
へ
の
取
り
組
み

　

「
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
」
を
例

え
て
言
う
と
、
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
な

ど
の
日
本
代
表
の
メ
ン
バ
ー
リ
ス
ト

で
す
。
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
な
い
と

試
合
に
出
る
ど
こ
ろ
か
、
ベ
ン
チ
入

り
も
で
き
ま
せ
ん
。
世
界
遺
産
に
な

る
た
め
に
は
、
ま
ず
こ
の
メ
ン
バ
ー

に
選
出
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
」

に
記
載

国
か
ら
世
界
遺
産
委
員
会

に
「
推
薦
書
」
提
出

諮
問
機
関
に
よ
る
審
査
・

評
価
（
約
１
年
半
）

　

文
化
遺
産
は
イ
コ
モ
ス（
国
際
記

念
物
遺
跡
会
議
）
が
審
査
（
現
地
調

査
含
む
）

世
界
遺
産
委
員
会
で
登
録

の
可
否

代表メンバー入り結果発表 錦帯橋は今ココ！
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錦
帯
橋
は
、
石
敷
の
護
床
工
が
守
る

中
央
４
基
の
橋
脚
、
両
岸
の
橋
台
に
、

中
央
３
つ
の
ア
ー
チ
橋
、
両
端
２
つ
の

桁
橋
を
架
け
た
５
連
橋
で
す
。

　

１
６
７
３
年
、
第
３
代
岩
国
領
主
吉

川
広ひ

ろ
よ
し嘉

に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

３
４
０
余
年
を
越
え
て
、
修
復
と
架
け

替
え
を
重
ね
な
が
ら
、
守
ら
れ
続
け
て

い
ま
す
。

　

こ
の
岩
国
の
宝
物
で
あ
る
錦
帯
橋
を
、

人
類
共
通
の
宝
物
と
し
て
後
世
に
伝
え

て
い
く
た
め
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

錦
帯
橋
課
☎
㉙
５
１
０
７


